　　　　令和　元年度　第４８回　定期総会　概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　部　舶　用　工　業　会

日　　時　　令和　元年６月１７日（月）１５時００分～１６時４０分
場　　所　　名古屋港湾会館　　３Ｆ第４会議室

出 席 者　　来賓　６名、受賞者　８名、会員　２６名　合計　４０名
　　　　　　　　　　　　（令和　元年６月１７日現在　　会員数　６７社）

◎　総会成立宣言

　事務局より、総会出席者２９名、委任状提出者は２４名、総計５３名であり、会則２３

条の規程による過半数の３４名を充足しており、総会が成立している旨の報告があった。

◎　開会の辞
副会長の（株）赤阪鐵工所　代表取締役会長　杉本　　昭氏から「ご来賓、会員の出
席に対し御礼を述べられたのち、2019年度の造船関連工業に関しては、一部の船種で建
造があったものの、依然として船腹過剰の状態は改善していない中で鋼材等の資材費は
上昇を続け、非常に厳しい状況が続いています。
アベノミクス景気も息切れしてかげりが見えています。
そうしたなかで、いよいよ2020年からSOｘ規制が施行されることになり、その動向に
注意を払っていかねばなりません。

　　当工業会の対象となる内航・漁船部門では、課題となっている二つの老齢化に国の支
援はあるものの大きな改善は難しく、乗組員不足や後継者不足といった状況にも特効薬
はありません。
当会の会員数も、平成22年度末93社が26年度には79社と80社を割り込み、30年度
末には69社と70社を割り込んで、この8年間で3/4に減少しています。
会員数減少は会の運営にも影を落とすこととなっており、令和の時代に向けて新しい
時代にあわせた会の役割や運営方法を研究しながら、役員一同力を合わせて取組んでま
いる所存です。

さて本日、海事功労表彰・永年勤続表彰を受章される１０名の皆様、誠におめでとう
ございます。

この舶用工業界において全体に脂の乗り切っている50歳代の世代が少ない中、まさに
事業の屋台骨を支えるとともに、次の世代へのバトンの橋渡し役としても引き続き重要
なポジションを担っていただかなければなりません。

本日の受賞を糧に、精進を重ねて一層ご活躍され、当業界の発展に貢献されるよう祈
念申しあげます。」
と開会の辞を述べられ、第四十八回定期総会を開会した。

◎　来賓紹介

中部運輸局 海事振興部船舶産業課 　 課　　長　　松　井　　　裕　様
（一社）日本舶用工業会　　　        常務理事　　園　田　敏　彦　様
　 　　　   （一社）日本舶用機関整備協会        専務理事　　渡　邉　元　尚　様
　 　　　   （一財）日本モーターボート競走会東海支局  理事    堀　　　正　直　様
　　事務局より、定期総会出席の会員等紹介。

ダイハツディーゼル㈱名古屋支店　執行役員名古屋支店長     花牟禮  　 　 隆　様
 （株）愛知エンヂニアリング　   代表取締役社長      佐々木　隆一郎　様
　 　　　　（有）橋 本 鉄 工 所　　　　　 代表取締役社長      橋　本　　　浩　様
　 　　　　（株）丸 山 鉄 工 所　　　　   代表取締役社長      丸　山　茂　久　様
　　　 　　 (有) 渡 邊 鐵 工 所　　　　   　責　任　者      渡　邊　一　貴　様
◎　会長挨拶（　会　長　株式会社　丸上製作所　代表取締役社長　小松　義博　）

「中部舶用工業会第48回定期総会開催に当たり一言ご挨拶申し上げます
本日はお忙しいところ、ご来賓の皆様、会員の皆様お集まり頂き、有難うございます。
我が国日本は戦後、昭和・平成と長年平和を甘受して発展して来ましたが世界に目を
向けると各地で紛争が絶え間なく起こり、多くの人命が失われています。
第二次世界大戦、湾岸戦争、今回の米中経済戦争も新興勢力が力を増して世界の覇権
を握っている米国に盾を付く度に起きているように思われてなりません。
また、不況の波も周期があり、人間は同じ事を繰り返す、愚かな生き物と歴史は物語
っています。
わが日本の国内に目を向けると、天皇陛下の生前譲位が行われ、令和と改元されて祝
賀ムードですが、政治家のレベルの低下、昨今の「煽り運転」等の報道などをみると日
本人の民度が下がり、我儘な国民が増えた様に思いますし、医療等の発達で寿命が延び、
それに伴って老害と言われる一部の高齢者による交通事故も報道されています。
また、凶悪犯罪を犯す方の殆どはいわゆる「無職」である様に思われます。
働き方改革も必要でしょうが働く事の大事さを再認識して、昭和の時代の様な勤勉で
思いやりのある国民が住む幸せな日本になってほしいと思います。
我々会員企業の経営者の皆さまは従業員の方達の家族も含め、働く事の大事さを説き、
会社経営を担って頂きたいと思います。
中部舶用工業会は微力ながら関係省庁・団体と意見交換をし、少しでも皆様の経営に
ご協力出来ればと今後も活動してまいりますのでよろしくお願いいたします。
との挨拶を受けた。

◎　議長選出

事務局より、会則第２０条の規程により総会の議長は会長がこれに当たることになっ
ている旨の報告があり、小松会長が議長席に着く。
◎　議事録署名人指名

議長より、会則第２５条に基づき本日の議事を確認するため「議事録署名人」として

株式会社　太田鉄工　　　　 会長　太田　義久氏　及び
三河プロペラ　株式会社　 　会長　近藤　精一氏を指名、承諾を得た。

◎　議案審議
　　第１号議案　　平成３０年度事業報告書（案）承認の件
第２号議案　　平成３０年度収支決算書（案）承認の件
　　両議案について、議案書に基づき事務局から説明があった。

　・事業として、総会１回、理事会３回開催し、地舶工全国協議会１回、事務局長会議

１回、その他関係団体総会６回、「舶工だより」を２回発行、運輸局

講習会、表彰式、運輸局会議、競艇関係業務に多数回出席した。

　・委託事業は、舶用機関整備士新規講習会２回、新規試験１回、更新講習会３回。

舶用機関整備実技講習会を１回。船舶検査の動向等に関する研修会を

４回。小型漁船等機関事故防止推進事業を４回開催した。

　・表彰事業は　会長表彰　７名、運輸支局等表彰　６名、中部運輸局長表彰　１名、
国土交通大臣表彰　２名。　合計１６名。
　　　　　　　　　　・会員数は、平成３１年３月３１日現在　正会員６６社、賛助会員３社、合　計　６９社。

収入は　８，６９９，６４１円で予算額に対し６２，７４３円の減額。

・　正会員は、４，８９６，０００円で予算額に対し３６，０００円の減額。

・　賛助会員は、(一社)日本舶用工業会、(一社)日本舶用機関整備協会、

(一財)日本モーターボート競走会東海支局の３社。

・　臨時会費は、総会、地方大会、新年理事会出席者からの会費収入１，２０８，０００円

で予算額に対し３０，０００円の減額。

・　広告収入は、(株)赤阪鐵工所ほか役員理事、及びボートレース浜名湖・蒲郡・常滑・
津から協力を得た。
・　舶用機関整備士事業は、新規講習会２回、新規試験１回、更新講習会を３回実施した。

・　舶用実技講習会事業は、平成３０年度も名古屋で１回開催した。

・　船舶検査研修会事業は、愛知、静岡、三重及び日本舶用機関整備協会中部支部で開催。

・　機関事故防止事業は、第四管区海上保安部、鳥羽海上保安部、いとう、伊豆松崎で開催。
・　各県整備協会助成金は、日本舶用機関整備協会中部支部より委託を受け、中部舶用工
業会からの助成金。

・　分担金収入は、日本舶用機関整備協会中部支部から１．０ケ月分の家賃、光熱水料、電話代、コピー代及び情報交換会経費の分担金を頂いた。

・　雑収入は、夏目氏叙勲受章記念品余剰金と銀行利息収入。

支出は　８，４７８，４０４円で予算額に対し２８３，９８０円節約し減額。

・　理事会費は、出席者は多かったが４９，４２０円節約し減額。

・　事業費、委託事業費、事務費の各項目について節約した結果　２２１，２３７円の
剰余金となり、次年度へ繰越金とした。

◎　会計監査報告
　監事の（有）磯部マリンサービス　社長　磯部　菊蔵氏から会計監査報告があり、

　　議長から両議案について賛否を諮ったところ、異議なく承認された。

第３号議案　　令和　元年度事業計画書（案）承認の件
第４号議案　　令和　元年度収支予算書（案）承認の件
　　両議案について、議案書に基づき事務局から下記のとおり説明があった。

　・事業として、総会１回、理事会３回開催し、地方舶用工業会全国協議会定期総会１回、

事務局長会議１回、その他関係団体総会や講習会、表彰式、運輸局会議、

競艇関係業務に出席する。

「舶工だより」を２回発行、中部舶用工業会会長表彰、運輸支局等表彰、

中部運輸局長表彰、国土交通大臣表彰、褒章、叙勲候補者の推薦を行う。

　・委託事業は、舶用機関整備士新規２回、更新講習会３回、新規試験１回を開催する。
　　　　　　　舶用機関整備実技講習会事業１回、船舶検査研修会事業（愛知、静岡、
三重、中部支部）４回開催する。

・　機関事故防止事業は、静岡県、愛知県等で４回実施予定。
収入は　８，５９３，７４８円で前年度予算額に対し１６８，６３６円の減額。

・正 会 員　会員口数１３２口とし、１８０，０００円の減額。
・賛助会員（一財）日本モーターボート競走会３０万円。(一社)日本舶用工業会
１０万円。（一社）日本舶用機関整備協会５万円。
・臨時会費　表彰者から１１千円。理事会・総会会費１１千円。地方大会費４７千円。
新年理事会費１３千円。

・広告収入　赤阪鐵工所２回×４万円＝８万円。理事６社×２回×４万円＝４８万円。
ボートレース浜名湖・蒲郡・常滑・津3万円×4場＝12万円。

・未収金収入　平成３０年度　未納会員からの会費納入。

・委託事業費　機関整備士は、新規２回、試験１回、更新講習会３回開催予定。

舶用実技講習会は、名古屋市で８月に開催予定。

船舶検査研修会事業は、静岡、愛知、三重県舶用整備協会総会時に開催
予定。中部支部は役員会時に開催予定。

機関事故防止事業は、静岡県、愛知県等で４回実施予定。
各県整備協会助成金は、日本舶用機関整備協会中部支部より受託の静岡、
愛知、三重県舶用整備協会への助成金。

・分担金収入　日本舶用機関整備協会中部支部よりの家賃等１ケ月分146,000円。

・雑　収　入　銀行利息分

・支出額は、令和　元年度も予算が大幅に減額となり、各項目を必要に応じ減額した。
・総会、理事会は経費節約により、142,136円並びに219,680円の減額。
・地方舶用工業会全国協議会は近畿開催により旅費が減少し166,534円の減額。
・表彰費は表彰者増加があり、前年同額。
・地方大会費は特別徴収会費を含まないため25,020円の減額。
・機関整備士事業は講習会開催経費節約により46,570円の減額。
　・舶用実技講習会は講習会開催経費節約したため前年同額。
　　・船舶検査研修会事業は研修会開催経費節約により22,879円の減額。
・機関事故防止事業は前年同額。
・各県整備協会助成金は会員減少により1,500円の減額。
・業務委託費は予算不足のため390,000円を次年度払いとして545,000円の減額。
・人件費は７月迄二人体制のため801,560円の増額。

・消耗品費2,300円。・通信費32,000円。・借室料 7,600円。競艇事務費10,000円
慶弔見舞金 6,200円を減額した。
・厚生費は令和元年度７月迄の二人分 415,503円を増額した。・雑費625円を増額。
・予備費は２０１９海フェスタ静岡開催のための協賛費用。

　　議長から、モーターボート競走会の皆様には創設時からご支援を頂き、本年度もご支

援を賜りますこと誠にありがとうございます。

　　中部舶用工業会としましても、本部同様、競艇事業の更なる活性のため微力ながら応

援をしていく所存です。

とお礼の言葉の後、両議案について賛否を諮ったところ、異議なく承認された。

第５号議案　令和元年度役員選任について（平成３０年度役員改選）
事務局から、本年度は役員改選の時期ではないが、役員退任の申し出があり改選の

提案があり、

１．現在副会長の　株式会社　波切ヤンマー商会　社長　小川　俊夫氏の副会長退任
並びに常任理事の就任。

２．後任の副会長に現在常任理事の　有限会社　林鉄工所　社長　林　正毅氏の副会長
就任。
３．現在理事の　三菱重工エンジンシステム株式会社中部支社　取締役支社長　佐藤
　　徹氏（旧会員代表者　高須　一巳氏）の理事退任。

４．後任の理事に　有限会社　橋本鉄工所　社長　橋本　浩氏の理事就任。

５．理事の異動によりダイハツディーゼル㈱名古屋支店　執行役員名古屋支店長

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はなむれ),花牟禮) 　隆氏の理事就任。
６．現在理事の　内外交易　株式会社　社長　鈴木　久道氏の理事退任。

７．後任の理事に現在監事の　有限会社　磯部マリンサービス　社長　磯部　菊蔵氏の
理事就任。

８．後任の監事に株式会社　丸山鉄工所　社長　丸山　茂久氏の監事就任。
９．現在監事の　有限会社　水野ディーゼル　社長　水野　栄一氏の監事退任。

10．後任の監事に有限会社　渡邊鐵工所　責任者　渡邊　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かず),一)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たか),貴)氏の監事就任。
11. 現在専務理事の　夏目　則和氏の退職に伴う、専務理事退任。

12. 後任の専務理事に事務局長の　渡辺　正行氏の専務理事就任。
他の役員の方は、令和２年６月まで引き続き就任が承認された。
新役員からそれぞれ挨拶をいただいたのち、事務局から下記について報告があった。

第６号議案　その他

　・令和元年度の表彰者及び表彰候補者について。

・「舶工だより」について、役員の皆様、一般会員からの広告掲載の協力要請。

・第１４７回理事会（福井地方大会）は９月２４日（火）２５日（水）に開催予定。

　翌日のレクはゴルフ大会。会費は昨年同様４万７千円（宿泊、懇親会、ゴルフ代等
含む）。詳細なご案内は、後ほど事務局からお知らせ致します。
・会員の動き及び資料として、会員数６７社の状況報告。会社代表者等の変更。

・「中部舶用工業会　平成３０年度事業実施状況報告」「令和元年度　舶用機関整備
士の新規・試験・更新講習会開催日程表」及び日本財団の「融資資料」、「日舶工
アクションプラン（２０１９年）」と「中部運輸局舶用工業関係職員名簿」等添付
資料の報告が終了したのち、
議長から審議事項はすべて終了したので議長を解任する旨の挨拶があった。
◎　来賓紹介

中 部 運 輸 局　　　　　　　　次　　長　　西　本　俊　幸　様

中部運輸局　海事振興部　　　　部　　長　　吉　村　　　剛　様
◎　会長表彰状授与式
　　小松会長から永年、舶用工業の会員会社の従業員としてご貢献された方のご苦労に報いるため、次の方々に、会長表彰状及び記念品を授与した。
永年勤続者　１０名　（　名簿別添　）

◎　来賓祝辞
中部運輸局　次長　西本　俊幸様から「ご紹介いただきました中部運輸局次長の西本で
ございます。本日は、中部舶用工業会総会にお招きいただきまして有り難うございます。小松会長はじめ会員の皆様方には、日頃より国土交通行政に対しご理解とご協力を賜りますことに厚く御礼申し上げます。
　また、元号も「人々が美しい心を寄せ合う中で、文化が生まれ育つ」という意味が込められた「令和」に変わり、新元号の下ですがすがしく和らいだ心の中で素晴らしい時代が築かれることを祈念しております。

　さて、昨年の造船市況は、輸出船については、海上運賃と船価の低水準が続いていますが、小幅ながら上昇傾向にあり、このような中、世界の新造船受注量は一昨年を上回るペースで増加しています。今後は、排出ガス規制の見極め等のために控えていた建造需要が戻ることも予想され、海外との競争はありますが市場環境が回復傾向にあると思われます。内航船については、ここ10年はそれ以前に比べれば若干持ち直しています。
今後は、国内経済の低迷により抑制されていた代替建造の需要増加も期待されます。

　こうした状況にあって、国土交通省では、船舶の省エネ・省CO2化の実現、IoT技術を活用した先進船舶の開発・普及など、造船・舶用工業などの海事産業の生産性向上を目指す「i-shipping」を推進するとともに、内航海運の10年先を見据えた「内航未来創造プラン」に基づき先進船舶の導入促進等の市場活性化に向けた施策を打ち出しております。

　また、輸出船については、船価の低水準の原因の一つである市場を歪曲させる自国造船業に対する公的助成の是正と新たな国際規律づくりをWTOとOECDに提起するとともに、燃費性能の悪い船舶に対して燃費改善や新造船への代替を促す新たな国際枠組の創設を国際海事機関IMOに提案しました。

　これら動向は、将来の建造需要の増加、船舶の排ガス規制と燃費規制の強化、自動運航船の実用化などを見据え、海事産業における研究開発や生産のプラットフォーム戦略を加速させるものであり、造船・舶用工業と海運業を中心に形成する我が国の「海事クラスター」の総合力が益々重要になります。

　一方、産業を支える人的基盤の充実・強化は重要な課題であり、国土交通省では、海事産業の人材の確保・育成も強力に推進しており、昨年12月には新たな外国人材受入れ制度のための関連法の改正が行われ、造船に加え新たに舶用工業も制度の対象になりました。
　中部運輸局では、制度説明会や個別相談会を開催し、中部舶用工業会の会員各社からもたくさん参加いただきました。
また、中部運輸局では、「中部運輸局人材確保・育成対策推進本部」を立ち上げて、所管事業全般で取組みを実施し、技術の伝承という面からも人材の確保・育成対策を講じてまいります。

　さて、話は変わり皆様ご存じのことと思いますが、日本最大級の海の大イベントである「海フェスタ」が、7月13日から8月4日までの間、静岡県静岡市で開催されます。
開会式には皇室からのご臨席を賜り、また、開催期間中には、練習帆船、海上保安庁大型船などの一般公開や、海の総合展など様々なイベントが予定されています。
国土交通省としても、海フェスタが子供たちをはじめ沢山の方の来場を迎えて盛大に開催され、海への関心が高まるよう努めていく所存です。
会員の皆様におかれましても、関係の方々への海フェスタのご案内にご協力賜れますようお願い申し上げます。

　最後になりましたが、中部舶用工業会そして会員各社の更なるご発展と、ご列席の皆様のご健勝を祈念しまして、私の挨拶といたします。」とご挨拶をいただき
続いて、（一社）日本舶用工業会  園田常務理事様からは、表彰受賞者に対し労いのお言葉をいただき、日本の品質の優れた舶用製品は従業員皆様方の丁寧な仕事のお陰であり、後輩にバトンタッチをお願い致しますとのご丁重なるご祝辞と激励のお言葉をいただき舶用工業会の現状を紹介して頂いた。

　　
◎　受賞者代表謝辞

受賞者を代表して、有限会社　ユルギ　社長　中村　元重　様から謝辞があった。

◎　閉会の辞（　副会長　（株）師崎ヤンマー商会　中村　嘉彦　会長　）

「本日は、第４８回中部舶用工業会定期総会にご多忙の中、ご来賓の方々、会員の皆様
にはご出席をいただき誠にありがとうございました。　
また、ご来賓の中部運輸局　西本次長様、一般社団法人日本舶用工業会　安藤常務理
事様からは、ご丁重なるお祝辞を賜り、ありがとうございました。

会長表彰を受賞されました皆様､本当におめでとうございます。

受賞された皆様は、長年 舶用工業に携わってこられた経営者の方、並びに従事された
方々で、現在の舶用工業を支えて頂いています事に、感謝申し上げます。
今後におかれましてもご健康に留意され、舶用工業界の更なる発展にご尽力頂けます様
 宜しくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
元号が令和に変わり初めての総会と言う事で 色々なお話がございましたが、私共の業
界を取り巻く環境は新年度も厳しい状況に変わりません。
そんな中、本年も小松会長の下 役員一同 会員企業の皆様の発展、中部舶用工業会の
発展を願いまして 今まで以上に取り組んで参りたいと思います。　
皆様におかれましても、新年度もより一層のご支援ご協力等を賜りますよう、改めて
お願いを申し上げます。　
それではこれをもちまして第４８回中部舶用工業会定期総会を閉会とさせていただき
ます。　ご協力ありがとうございました。]
との挨拶があり、第四十八回定期総会を閉会した。

◎　情報交換会
総会終了後、中部舶用工業会と日本舶用機関整備協会中部支部の合同情報交換会を、ご来賓、役員、会員及び表彰受賞者等４３名が参加して開催した。

◎　来賓紹介

中　部　運　輸　局　　　     　　　次　　長　    西　本　俊　幸　殿

中部運輸局海事振興部       　　 　 部　　長　    吉　村　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごう),剛)　殿

中部運輸局 海事振興部船舶産業課 　 課　　長　  　松　井　　　裕　殿

中部運輸局 海上安全環境部　  　　　部　　長　　  市　川　政　文　殿

中部運輸局 海上安全環境部　  首席船舶検査官　　  EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),小)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばし),橋)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もと),素)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),己)　殿

中部運輸局 海上安全環境部  船舶安全環境課長      宮　城　裕　明　殿
（一社）日本舶用工業会　　　        常務理事　　　園　田　敏　彦　殿

　  　   （一社）日本舶用機関整備協会        専務理事　　  渡　邉　元　尚　殿
　　
　　開会の挨拶を中部舶用工業会　副会長並びに日本舶用機関整備協会中部支部　副支部
長の株式会社 鳥羽ヤンマー　社長　江崎　隆夫氏から挨拶を受けたのち、
乾杯のご発声を本日の日本舶用機関整備協会中部支部総会にて支部長に選任された
　有限会社　磯部マリンサービス　社長　磯部　菊蔵氏から受けて情報交換会を開宴し、
長時間にわたって和やかに歓談して意志の疎通や会員相互の親睦を深めた。

中締めを、中部舶用工業会　副会長の　大洋電機　株式会社　岐阜工場 取締役副社長       熊崎　治德氏が行い盛会裏に情報交換会を終了した。
